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.2酉…12月定例市議会の結果

.3面一実路型防災訓練が

・4面 .5面・・・市職員の給与状況を

公表します

主な内容

全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
を
温
カ
く
迎
え
よ
う

か
な
ーか
ね
〈る

ゆ
め
圃
体

か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体
“
が
、
い
よ
い
よ
舎
年
開
催
さ
れ
ま

rよ

か
な
が
わ
に
、
き
ら
め
く
汗
、
師
く
陥
が
集

い
、
地
つ

「か
な
が
わ

・
ゆ
め
凶
体
」。

峯
十

・

秋
季
に
わ
た
り
、
県
内
の
全
市
町
村
で
三
十
九

競
技
・
四
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
平
成
十
年
を
固
体
イ
ヤ
I
と
位
置

付
け
、
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
間
体
を
目
指

し、

一
流
競
技
者
が
出
場
す
る
同
際
的
な
大
会

や
、
子
ど
も
か
ら
お
年
得
り
ま
で
が
釘
峰
に
裂

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、
五
月
一二
け
か
ら
十

一
月
ト
五

nま
で
の
問
、
県
内
各
地
で
聞
き
ま

-
o
 

4
y
 平

塚
市
で
は
、
困
体
の
閉
幕
を
告
げ
る
式
典

と
だ
れ
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

〈間
務
祭
}
を
皮
切
り
に
、
〈秋
季
大
会
〉、
国

体
の
附
訴
を
飾
る
式
典
と
同
体
山
場
選
手
と

の
交
流
イ
ベ
ン
ト

{
閉
山
林
祭
〉
を
山
き
ま
す

(円
程
は
左
下
去
の
と
お
り
)
。

だ
れ
で
も
」
気
軽
に
参
加
で
き

る
大
会
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

主
固
か
ら
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
を
温
か
く
お
迎
え
し
、

す
。
「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も

み
な
さ
ん
の
エ
ー
ル
を
、
ぜ
ひ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
は
4
競
技
が

市
内
で
の
開
催
競
技
は
、
テ
ニ
ス
、
卓
球
、

白
紙
車
、
同
等
学
校
野
球
の
四
競
技
机
目
。
昨

年
は
、
凹
競
技
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

を
、
本
大
会
と
同
じ
競
技
施
設
を
使
っ
て
開
催

し
ま
し
た
。

競
技
運
営
、
清
掃
、
花
づ
く
り
、
接
待
、
笑

私
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す
。
ゆ
め
サ
ボ

l
タ

|

(P
R
活
動
・
写
真
右
)
と
、
フ
ラ
ワ
ー
サ
ボ

l
タ

|

(花
づ
く
り
・
写
真
下
)
の
み
な
さ
ん

内
な
ど
に
は
、
平
塚
市
体
育
協
会
、
平
塚
市
体

育
振
興
辿
絡
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各

会
場
で
は
、
全
国
か
ら
平
壌
市
を
訪
れ
た
選
手

の
み
な
さ
ん
と
心
に
減
る
ふ
れ
あ
い
が
見
ら

れ
、
本
大
会
へ
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
。

い
よ
い
よ
今
年
は
、
本
苔
の
年
で
す
。
か
な

国今
体年
イは
ヤ

が
わ
・
ゆ
め
団
体
平
塚
市
実
行
委

μ会
で
は
、

一
人
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
平
塚
の
姿
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。一

人
一
人
の
力
が
集
ま
れ
ば
、
大
き
な
輪
に

広
が
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

一
緒
に
ご
京
茄
く
だ

さ
い
。

国
体
の
花
を
青
て
ま
せ
ん
か

フ
ラ
ワ
ー
サ
ボ
l
タ
i
追
加
募
集

製
缶
、
訂
冗
ト
人
の
み
な
さ
ん
が
、
フ
ラ
ワ

ー
サ
ボ
l
タ
I
に
後
鈷
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
、
各
家
庭
で
育
て
ら
れ

た
花
が
、
会
場
を
飾
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
本
大
会
に
向
け
、
大
会

会
場
に
飾
る
花
を
育
て
て
い
た
だ
く
フ
ラ
ワ
ー

サ
ボ
l
タ
ー
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

。
募
集
人
数

門
人

(
先
治
順
)

。
受
け
付
け

1
月
比
円
(
金
)
か
ら

。
活
動
内
容

@
震
で
会
場
飾
花
用
の
花

を
プ
ラ
ン
タ
1
で
打
て
、
大
会
前
に
競
技
会
場

へ
お
持
ち
い
た
だ
ノ
A
V
穴
会
終
f
後
は
持
ち
州

り
、
家
庭
で
お
使
い
い
た
だ
く

。
支
給
品

1
人
2
プ
ラ
ン
タ
l

(栽
培
は
種

か
ら
と
苗
か
ら
の
2
種
類
。
花
づ
く
り
講
習
会

あ
り
)

。
応
募
先
国
体
事
務
局
国
体
推
進
課

宮

(
お

)
1
1
1
1
(内
線
1
5
2)

閲 幕 智望宜志、 5 月 3 日~5 日、平塚市総合公園

大会旗・煙火リレー 10月18日、平塚市内をリレー

開会式 10月24日、横浜国際総合競技場
秋

季
テニス 桃浜町庭球場・総合公園テニスコート

大
dZ』玄

卓球 平塚総合体育館10 
月

24 自転車 平塚競輪場

日

高等学校野球 平塚球場(大和市と共同開催)
29 
日

閉会式 10月29目、横浜国際総合競技場

閉 幕 安友Fまミ 11 日14日~15日、平塚市総合公園

かながわ ・ゆめ国体日程表

国際理解のための作文とポスタ ーの全

国大会で、 di内 の二 人の作品が上位入:L'l・

しました。取材は秋田三郎 さん〈西八幡)

中学生の感性が全国に日
本
幽
迎
協
会
主
催
の
ポ
ス

タ
ー
-
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

市
内
の
中
学
生
二
人
が
全
国
大

会
の
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

平
塚
市
民
に
と
っ
て
も
誇
ら
し

い
こ
と
と
思
い
、

二
人
に
応
非

の
い
き
さ
つ
な
ど
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

ま
ず
「

一
人
の
重
い
体
」
の

題
で
作
文
に
入
賞
し
た
渡
久
美

さ
ん
を
大
野
中
学
校
に
訪
ね
ま

し
た
。

作
文
は
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
き

か
け
た
学
校
帰
り
の
迫
で
の
体

験
談
で
す
。
点
い
す
の
お
ば
あ

さ
ん
を
見
か
け
押
し
て
あ
げ
た

と
き
の
こ
と
。
実
は
こ
の
方
が

老
人
ホ
1
ム
で
ぞ
う
き
ん
粧
い

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
お
り
、

自
分
が
人
の
役
に
立
っ
て
い
る

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
と
話

さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
を
聞
い

て
渡
さ
ん
は
感
激
し
作
文
に
し

ま
し
た
。
車
い
す
に
乗
っ
て
い

た
お
ば
あ
さ
ん
は
小
さ
く
て
軽

か
っ
た
け
れ
ど
、
彼
女
の
価
値

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

薗・e
左は、ポスター入賞の堀さっきさん

(構内中)、右は、作文入賞の液久美

さん(大野中)

は
並
く
件
大
だ
と
い
う
の
が
題

名
の
附
来
だ
そ
う
で
す
。

次
に
「
水
は
宝
物
」
と
題
し

ポ
ス
タ
ー
部
門
に
入
賞
し
た
痴

さ
っ
き
さ
ん
を
横
内
中
学
校
に

訪
ね
ま
し
た
。

人
口
作
品
は
す
系
統
の
色
で

拙
か
れ
、
大
き
な
地
球
の
ポ
ッ

ト
か
ら
控
ん
だ
水
が
並
か
に
あ

ふ
れ
出
て
い
る
榊
図
。
「
地
球

は
背
か
っ
た
」
と
語
っ
た
宇
宙

飛
行
士
が
、
地
球
の
平
和
を
願

っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
耳

に
し
た

「安
全
と
水
は
た
だ
で

は
な
い
」
と
、
水
の
大
切
さ
を

静止口
し
た
一一己
業
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
泣
か
で
汚
れ
の
な
い
地

球
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
世
界
的
課

題
で
あ
る
地
球
環
境
の
保
護
へ

の
思
い
を
痛
感
し
ま
し
た
。

二
人
の
自
然
な
話
し
ぶ
り
か

ら
は
、
幼
い
と
き
か
ら
家
庭
の

中
で
も
人
に
優
し
い
思
い
や
り

の
心
や
、
自
然
を
愛
す
る
豊
か

な
感
性
を
徐
々
に
身
に
つ
け
て

き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ま
た
、

二
人
と
も
今
回
の
大
き

な
テ
l
マ
で
あ
る
国
際
理
解
、

地
球
蹴
境
、
国
連
活
動
に
は
直

接
の
認
識
は
せ
ず
と
も
、
感
性

は
十
分
に
平
和
交
流
や
環
境
保

護
者
の

一
貝
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
二
人
の
入
賞
を
素
直
に

思
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

• • • •• • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
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部
設
置
条
例
の
改
正
な
ど
沼
議
案
を
可
決

十

一
月
十
七
円
閉
会
さ
れ
た
市
級

会
ト
ニ
月
定
例
会
は
、
十
二
月
十
七

日
税
践
を
終
、
え
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
「
部
設
地
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
二
十
二

議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
(
同
意
)
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
八
年
度
各
会
計
の
決
訴
の

認
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
谷
は
次
の
と
お
り
で
す

0

.
監
査
委
員
の
選
任
・
・
・
神
戸
禎
夫
委

只
が
平
成
9
年
ロ
月
四
日
で
任
期
満

了
と
な
る
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て

同
立
を
求
め
た

・
小
山
稔
氏

西
八
幡
ニ
丁
日
1
4俳

4
」
J
J

司
」
J
h

. 、
F 

-
平
塚
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
・
・
・
効
略
的
な
行
政
の
執

行
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織

改
本
を
行
う
た
め
、
理
財
部
を
総
務

部
に
統
合
し
、
河
川
下
水
道
部
を
下

水
道
部
に
名
称
変
吏
す
る
と
と
も
に
、

事
務
分
営
を
整
備
し
た

※
新
し
い
市
の
機
榔
や
庁
合
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
3
月
日
“
号

で
紹
介
す
る
予
定
で
す

-
平
壕
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
:
・
給
付
と
負

担
の
公
平
化
を
目
指
し
、
保
険
税
の

応
能
訓
(
所
得
制
、
資
産
制
)
と
応

益
訓
(
均
等
制
、
平
等
削
)
の
割
合

を
改
め
る
と
と
も
に
、
淑
税
限
度
額

の
引
き
上
げ
な
ど
を
し
た

av平
塚
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
・
-
-
平
塚
球
場
等
の
有

料
施
設
の
市
外
利
用
者
の
使
用
料
引

き
上
げ
す
月

1
nか
ら
実
施
)
や
、

広
告
掲
山
使
用
料
の
新
設
な
ど
を
行

一-----------=

確
定
申
告
の
準
備
は

お
問
い
合
わ
せ
は
平
塚
税
務
署
ヘ

受
け
付
け
は
2
月

何
回

5
3月
日
日

-
申
告
の
必
要
な
人
は

マ
耕
競
所
持
や
不
動
産
所
科
な
ど
が

あ
る
人
で
、
各
種
の
所
得
金
制
の
合

計
が
扶
謎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
額

を
超
え
て
い
る
人

マ
給
与
所
得
の
あ
る
人
で

・
平
成
9
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額

が
二
千
万
円
を
超
え
る
人

・
給
与
以
外
の
所
持
が
二
十
万
円
を

超
え
る
人

宮
(
辺

)
1
4
0
0

-
給
与
を
こ
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
人

A'還
付
を
受
け
る
人
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
医
療
費
控
除
、

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
な
ど
の
あ
る

人
や
、
源
・
以
徴
収
さ
れ
た
所
科
税
が

納
め
過
ぎ
の
人
は
、
泣
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
が
で
き
ま
す
。

還
付
申
告
は
一
月
か
ら
税
務
署
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
9
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

占
お
よ
び
附
与
税
の
中
告
住
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
対
応
の

O
C
R別
紙
と
な

っ
た

.
平
塚
市
土
屋
霊
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
・
・
・
新
た
な
必
地
の
供

用
開
始
に
あ
た
り
、
改
葬
者
等
に
対

す
る
募
集
枠
の
設
定
お
よ
び
使
用
料

の
徴
収
猶
予
規
定
を
設
け
る
と
と
も

に
、
使
用
料
と
管
理
科
の
引
き
上
げ

(4
月
1
け
か
ら
実
施
)
を
行
っ
た

一
般
会
計
の
補
正

事
業
の
進
ち
ょ
く
に
伴
、
っ
年
度
内

経
費
の
調
整
の
ほ
か
、
国

・
県
補
助

金
の
建
見
込
み
に
伴
、
つ
も
の
等
に

つ
い
て
所
婆
の
措
位
を
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
今
阿
の
補
正
額
は
十
九
位

二
千
九
百
八
十
一
万
三
千
円
で
、
予

詐
規
模
は
七
百
三
十
四
億
二
千
二
百

三
十
四
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

財
源
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
対
す

る
回
、川町
の
補
助
金
お
よ
び
繰
越
金

を
も
っ
て
知
世
し
て
い
ま
す。

主
な
内
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
民
生
貨
不
足
が
見
込
ま
れ
る
重

度
障
害
者
医
療
費
お
よ
び
小
児
医
療

助
成
経
費
の
扶
助
資
を
追
加
し
た

マ
術
生
資
資
源
ご
み
収
集
経
費
の

ご
み
買
い
ヒ
げ
金
お
よ
び
回
収
交
付

金
を
追
加
し
た

マ
教
育
費
各
小
中
学
校
校
舎
耐
震

補
強
部
業
を
平
成
9
年
度
か
ら
凶
年

度
の
2
か
年
継
続
事
業
で
行
、
つ
た
め

の
措
置
を
し
た

甫・
県
民
税
の
申
告
を

S-==-・・・・・・
=-一=--一
・2
・・・・・・
=----

り
ま
す

.
無
料
相
談
の
ご
利
用
を

会
場
は
、
い
ず
れ
も
ひ
ら
つ
か
ス

カ
イ
プ
ラ
ザ
会
議
室

(
M
Nピ
ル
日

階
)
で
す
。

〈
年
金
受
給
者
の
個
別
相
談
〉
:
・
相

謎

μは
税
務
耕

μ

・
日
時

2
月
2
日
(月
)
午
後
1
時

1
3時

・
持
ち
物
年
金
の
源
泉
徴
収
票
と

申
告
嘗

〈
税
理
士
会
平
塚
支
部
に
よ
る
相
談
〉

マ
泣
付
相
談

・
日
時

2
月
3
日
(火
)
午
前
9
時

加
分
1
正
午
、
午
後
1
時
1
3
時
却

分マ
小
規
模
事
業
者
の
相
談

・
日
時

2
月
日
日
(
月
)
と
げ
口

(
火
)
の
午
前
9
時
却
分
1
4午
と
午

後
]
時
i
3時
却
分

。受け付け

2月5日~3月 1 6日

。問い合わせ先市民税課

n23-1111 (内線269)

市

・
県
民
税
の
巾
告
の
受
け
付
け

は、

二
月
沢
口
(木
)
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
三
月
に
入
る
と
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
。

.
申
告
が
必
要
な
人
は

平
成
卜
年

一
月

一

u現
在
、
市
内

に
お
住
ま
い
で
、
税
務
岩
へ
所
持
税

の
雌
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
次

の
人
で
す
。

マ
昨
年
中
に
給
与

・
事
業

・州
刷
業
お

よ
び
そ
の
他
の
所
得
が
あ
っ
た
人

マ
大
工

・
左
官
な
ど
の
日
雇
い
賃
金

の
あ
っ
た
人

マ
年
金
や
恩
給
な
ど
の
あ
っ
た
人

な
お
、
平
成
十
年
一
月

一
円
割
花

市
外
に
お
住
ま
い
の
人
で
も
市
内
に

家
屋
敷
や
庖
舗
、
事
務
所
等
を
所
有

し
て
い
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

.
給
与
所
得
者
で
申
告
の
必
要
な
人

志マ
市
・
県
民
税
が
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
ず
、
個
人
で
納
付
す
る
人
。
た

だ
し
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

官
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は

不
援
で
す

マ
こ
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
人
や
、
給
与
以
外
に
も
所
得
が

あ
る
人
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

な
い
人

マ
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
そ
の
後
就

職
し
て
い
な
い
人

マ
源
泉
分
離
部
税
を
選
択
し
て
い
る

株
式
の
配
当
所
作
の
あ
る
人

マ
同
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な

っ
て
い
る
人

-
申
告
が
不
要
な
人
は

マ
税
務
署
へ
確
定
申
告
す
る
人

マ
給
与
所
得
者
で
ほ
か
に
収
入
が
な

く
、
市
・
川
町
民
税
が
給
与
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
る
人

マ
公
的
年
金
等
の
ほ
か
に
収
入
が
な

か
っ
た
人

-
保
険
料
な
ど
の
控
除
は

昨
年
中
に
病
気
な
ど
で
多
額
の
医

療
授
を
支
払
っ
た
り
、
閉
民
健
康
保

人
権
作
文
の
結
果

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
神
奈
川
県
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内

か
ら
次
の
方
々
が
上
位
入
泣
き
れ
ま

し
た
の

応
募
総
数
は
、
冗
万
四
千
百
八
ト

険
税
や
生
命
保
険
料
な
ど
を
支
払
っ

た
り
し
た
場
合
は
、
山
広
けに
よ
り
控

除
さ
れ
ま
す
。

-
申
告
に
必
要
な
も
の
は

マ
申
告
舎
と
印

マ
源
泉
徴
収
裂
か
給
与
明
細
替
な
ど

マ
収
入
経
費
の
分
か
る
帳
簿
や
支
払

淵
昔
、
領
収
muな
ど

マ
昨
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
件
や
生
命
保
険
料
の
支
払
証
明
科

な
ど

マ
昨
年
の
申
告
に
使
用
し
た
収
支
内

訳
舎
な
ど

-
還
付
申
告
は
お
早
め
に

二
月
江
口
か
ら
所
得
税
の
還
付
申

告
も
受
け
付
け
ま
す
。

十
六
日
以
降
は
大
変
込
み
合
い
ま

す
の
で
申
告
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

-
巡
回
の
申
告
受
け
付
け
と
相
談

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
次
の
会

場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

マ
日
程

・
会
場

.
2
月
四
日
(木
)州以
悶
公
民
館

.
2
月
初
日
(金
)神
田
公
民
館

.
2
月
M
日
(火
)吉
沢
公
民
館

.
2
月
M
日
(火
)城
島
公
民
館

.
2
月
お
日
(中小
)金
問
公
民
館

.
2
川
初
日
(木
)旭
北
公
民
館

.
2
刀
幻
日
(金
)金
日
公
民
館

.
3月
3
日
(火
)岡
崎
公
民
館

マ
時
間
午
前
9
時
i
H
時
却
分

(城
島
公
民
館
は
午
後
2
時
1
4時
)

・
申
告
の
説
明
会

山川
町
・
市
・
W
T
域
税
務
署
合
同
の
申

告
説
明
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ

u時
2
川
2
n
(刀
)午
前
9
時

ぬ
分
1
日
時
却
分

マ
会
場

ひ

ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

第

2
会
議
室

(M
Nピ
ル
口
階
)

マ
内
容
所
得
税
、
消
費
税
、
予
業

税
、
住
民
税
の
申
告
♂
の
特
き
万

編
。

(

敬
称
略
)

マ
使
秀
賞

「伝
え
た
い
自
分
の
気

持
ち
」
鈴
木
文

(神
明
中
3
年)、

「人
間
ら
し
く
自
由
に
」
柏
木
有
紀

(
春
日
野
中
3
年
)

マ
金
武

「世
界
は
人
権
で
結
ば
れ

る
」
三
野
由
紀

(大
住
小
3
年
)

保母嘱託員を募集教育委員会嘱託員の募集
。募集人数数名

。対 象 昭和38年4月2日-53年4月1日の聞に生まれ

た保母の資絡を有するタ性。 または、平 成 10年 3

刀に保母資格を取得する凡込みの女性。

。勤務 日時月 ~金 Iqjj1-1の:ilN5日(l日81時間)

。 貸金 月額168.700円(則求勤勉手 当 相当制 ・通勤

手当支給)

O申し込み方法 家族Z己入制jの あ る 市 販 の 履 歴l'fに

必要事項を記入して、 1月23口(金)までに本人がl立

扱験日課に提出する。 111し込み時に簡単な而援あ

り。 1次試験は2月HI(上)。合絡者は沼周待機.{j-

としてまE録され、 5年 以内において必要に応じて

応 用される。平成 10年5刀i日以降採用予定。

。 問い合 わせ先職員課 (TI'i役所3階・内線322)

@ 教只として学校 で の勤務経験がある万
・勤務場所 幼児こ とばの教室 (世間IIIT)

-勤務田辺511
-賃金(月額) 172.300円(予定)

-応募期間 i月16日(金)ー3011(令)

1次試験 1刀31日(土)

. 申 し込み方法 市販の履歴岱 (家族記入欄のあ

るA判のもの)に写災ーをはって、 そ れ ぞ れ の 応 募

期間内に木人が直接教育総務課(枚以分庁舎 1

号館2階)に挺什1する。 申し込み時に簡単な面接

あり 。 岡用契約期間は1年以内。 必~な場合は
吏新可能。平成10年4月1日採刷予定。.

.問い合わせ先教育総務課 (1人

〈共通事項〉

砂公民館嘱託員…………...・H ・..…… 5名程度

-対象 昭和27年4月211-37年4月1日の問に生ま

れた方

・ 勤務場所 市内の公民館

・勤務日 :il!13日

-貨金(月額) 64.500円(平成9年度実紛)

・応募期間 1月16R(金)-23日(金)

1次試験 1月30円(金)

砂言語指導嘱託員…………・……H ・H ・..若干名

-対象 昭和22年4月2円以降に生まれた方で次の

白~①のいずれか に該当する方

ψ 「言 語治療士 」のまま絡を有する方

@ 数日免許取得呂・で、興住i隠言語等の研修コース

を修了した方

昭和24年 1月26目、法隆寺金主主の壁画が焼損しました。そこで、この日を文化財防

火デーとして、毎年金国的に文化財防火運動を行っています。市でも、毎年との日

にあわせて、市内の指定重要文化財が防火 基 準 に 合 っ て いる か検査しています。

み花王さんも、災害 から文化財を守れるようと協力をお願いします。

1月26日は文化財防火デー
社会教育課 (内線528)。担当



ライフライン関係機関が
日ごろの訓練成果を披露

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し

た
実
践
型
防
災
訓
練
が
、

一
月
十
七

日
(
よ
)
の
午
前
九
時
二
十
分
か
ら
正

午
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
会
場
は
、
田

村
に
あ
る
消
防
総
合
訓
練
場
と
大
神

市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
、
雨
天
の
場

合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

今
凶
が
三
回
目
と
な
る
こ
の
訓
練

で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
な

ど
が
、
日
ご
ろ
の
訓
糾
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。

今
回
行
わ
れ
る
新
し
い
訓
練
と
し

て
は
、
自
衛
隊
オ
ブ
ロ
ー
ド
オ
ー
ト

バ
イ
偵
察
、
集
配
郵
便
局
長
か
ら
の

情
報
伝
達
、
牛
乳
収
集
車
両
に
よ
る

第615号 (1日・ 15日発行)

市
政
モ
-
一タ
i
を
募
集

広報ひ5っか

他
市
の
迷
感
駐
輪
を
視
察

市
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
戸
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

を
非
集
し
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、

①
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
姿

望
を
市
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
こ

と
②
広
聴
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民

の
つ
ど
い
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
③
市
へ
の
提
言
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
、
な
ど
で
す
。

お
気
峰
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の

却
歳
以
上
の
万

(国

・
地
方
公

共
団
体
の
職
員
、
公
職
選
惨
法
に
よ

る
公
職
に
あ
る
方
、
国
・
県
の
同
じ

目
的
の
モ
ニ
タ
ー
を
し
て
い
る
方
を

除
く
)

図

飲
料
水
の
搬
送
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

二

輪
車
(
原
付
を
含
む
)
の
運
転
免

ま

た

、

阪

神

・

淡

路

大

震

災

で

大

き

許

証

を

お

持

ち

で

、

二
輪
車
(
原
付

な
問
題
と
な
っ
た
ト
イ
レ
対
策
と
し

を

含

む

)
を
持
ち
込
め
る
方
で
す
。

て
、
仮
設
ト
イ
レ
の
投
位
か
ら

し

尿

マ

日

時

2

月

日

ロ

(H)
午
後
1
時

処
思

(く
み
取
り
)
ま
で
を

一
述
の

ニ
給
年
の
事
故
防
止
と
辿
低
技
術
1
4
時
加
分
(
雨
天
中
止
)

流
れ
と
し
て
と
ら
、
ぇ
、
訓
純
し
ま
す
。

の
向
上
を
凶
る
こ
と
を
目
的
に
、
.
一

マ
会
場
荒
井
自
動
車
学
校
花
水
校

見
学
は
自
由
で
す
。
名
純
資
器
材
輪
車
安
令
運
転
競
技
大
会
を
聞
き

ま

(

長

持
)

の
展
示
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
す
。

マ
定
日
日
人
(
先
治
順
)

ひ
ど
来
場
く
だ
さ
い
。

対
象
は
市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤
マ
申
し
込
み
方
法
電
話
で
交
通
安

マ
担
当

防
災
課

(内
線
1
4
3)
め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
万
で
、

全
諜

(内
線
2
5
5
)
へ

マ
2
月
2
日
(
月
)
、

「新
し
い
働
き

方
①
ワ
1
カ
1
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

(
福
祉
)
」、
ワ
1
カ
l
ズ
コ
レ
ク
テ
イ

ブ
笑
顔
代
表
大
見
京
子
さ
ん

マ
2
月
5
口
(木
)
、
「
新
し
い
働
き

方
②

α宅
ワ
l
ク
」、
在
宅
ワ
l
ク

研
究
会
掘
越
久
代
さ
ん

マ
2
M
9
口
(月
)
、
「
新
し
い
働
き

十

A
V
H
A性
が
す
る
起
業
」
、

(財
)
械

浜
女
性
協
会
山
崎
H
H
世
さ
ん

マ
2
月
羽
白
(火
)
、
「
働
く
女
性
を

め
ぐ
る
法
律
|
安
心
し
て
働
く
た
め

に
」
、
弁
護
士
岡
村
三
穂
さ
ん

。
時
間

午
後
1
時
却
分
1
3
時

(初
回
の
み
3
時
却
分
ま
で
)

。
会
場

M
Nピ
ル
口
階
会
議
室

。
募
集
人
数
各
国
初
人

(
先
着
順
)

共
同
参
画
の
講
演

二
輪
車
安
全
運
転

競
妓
大
会
を
開
く

男
女
共
同
参
画
祉
会
ヘ

男
女
共
同
参
画
社
会
の
笑
現
に
向

け
て
講
座
や
排
出
会
を
聞
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
受
榔
料
は
無
料
で
す
。

お
申
し
込
み
は
、
氾
訴
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
女
性
行
政
推
進
室

(宮
幻
|

7
5
0
0
・
フ
ァ
ク
ス
詑
|
6
1
5

1
)
へ
。
女
性
問
組
幹
発
講
座
と
労

働
支
援
前
座
は
、

二
歳
以
上
の
未
就

学
の
お
子
さ
ん
の
保
育
が
あ
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
の
際
に
ご
述
絡
を
。

折
り
返
し
地
点
か

ら
の
私
ら
し
さ
を

女
性
問
題
啓
発
講
座

(金
五
回
)

を
聞
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま

っ
て
、
自
分
の
後
半
生
一の
生
き
方
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
日
程
、
内
容
、
講
師

マ
募
集
人
数
加
入
(
応
非
在
が
地

区
的
に
偏
る
場
合
は
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
)

マ
任
期
平
成
叩
年
4
月
1
日
か
ら

2
年
間

マ
謝
礼
年
額

一
万
二
千
六
百
円

マ
応
非
期
限
2
月
幻
自
(
金
)

マ
応
必
用
紙
各
地
区
公
民
館
、
市

役
所
1
附
市
民
相
談
室
・
3
階
広
報

広
聴
諜
で
配
布

お
申
し
込
み
は
、
応
一
件
用
紙
に
必

安
市
羽
を
記
入
し
て
各
地
区
公
民
節

ま
た
は
広
報
広
聴
誠
に
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

(内
線
3
5
5)

①
1
月
幻
自
(
火
)
、
「
変
化
す
る
家

族
」
家
族
の
形
や
機
能
は
ど
う
変
化

す
る
か
、
東
海
大
学
教
授
松
村
孝

雄
さ
ん

②
2
月
6
日
(
金
)
、

「一

人
に
な
っ

た
ら
」
夫
が
亡
く
な
っ
た
後
の
人
生

設
討
を
考
え
る
、
フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
世
間
点
弓
さ
ん

③
2
月
四
日
(木
)
、
内
容
は
②
の
続

き
、
フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
小
野
英
子
さ
ん

@
2
月
初
日
(
木
)
、
「
円
以
後
を
自
分

ら
し
く
」
自
分
ら
し
さ
に
こ
だ
わ
っ

た
葬
儀
や
墓
の
表
現
を
、
附
ウ
イ
ル
パ

ン
ク
代
表
取
締
役
楠
原
吉
附
さ
ん

⑤
3
月
6
U
(金
)、
「自
分
ら
し
さ

を
表
現
す
る
た
め
に
」
退
官
を
身
近

な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
弁
護
士

安
彦
和
子
さ
ん

0
時
間

午
後
2
時
1
3
時
初
分

。
会
場
初
回
の
み
巾
央
公
民
館
、

ほ
か
は

M
Nピ
ル
日
階
会
議
室

。
対
象
・
募
集
人
数

連
続
し
て
受

講
で
き
る
方

・
却
人
(
先
着
順
)

労
働
麦
援
講
座
は

技
術
や
希
望
に
合
わ
せ
て
、
働
き

方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
希
望
講

座
に
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
を

0

0
日
程
、
内
容
、
講
師

マ
1
月
初
目
(金
)、
「知
っ
て
お
き

た
い
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
、
労
働
法
と

税
金

・
社
会
保
険
」
、
幻
世
紀
職
業

財
団
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
芝
崎
京
子
さ

ん
(
育
児

・
介
護
・
家
事
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
情
報
提
供
も
あ
り
)

講
師
は
、
作
家

・
沖
必
典
子
さ
ん

(前
県
女
性
問
題
協
議
会
会
長
)
。

排
出
後
「
湘
南
ひ
ら
つ
か
男
友
共
同

参
阿
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

4

月
二
卜
六

n締
め
切
り
。

マ
日
時
2
月
3
口
(火
)
午
後
2
時

1
4
時
(
予
定
)

マ
会
場

M
Nピ
ル
日
階
会
議
室

---a・・φ
・・
・・・
・・・
・・・
・・・企
・・
・・・企
.. ‘
 
.. 

メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
新
し
く

M
Nピ
ル
卜
階
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
内

に
開
設
し
て
い
る

「ひ
ら
つ
か
メ
デ

ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ソ
フ
ト
を

入
れ
梓
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

-
い
ま
す
ぐ
ト
ラ
ベ
ル
・
:
平
塚
市
や

友
好
都
市
の
ホ
l
ム
ペ
1
ジ
の
抜
粋

陶
芸
教
室
を
聞
く

管
少
年
会
館
を
会
場
に
、
陶
芸
教

室
を
聞
き
ま
す
。

お
巾
し
込
み
は
、
包
括
で
青
少
年

会
館

(宮
詑
|
7
0
2
9
)
へ
。
受

け
付
け
は

一
月
卜
七
日
か
ら
。

マ

u粍
2
刀
7
目
、
お
臼
、
3
月

M
日
の
全
3
回
(
い
ず
れ
も
土
曜
日
)

マ
時
間
午
後
7
時
1
9
時

マ
対
象

・
定
日
中
学
生
以
上
で
3

日
間
と
も
出
席
で
き
る
方

・
日
人

(
先
着
順
)

マ
材
料
費

二
千
円

美
術
館
が
休
館

常
設
M

棋
の
展
示
料
、
え
と
消
防
用
設

備
の
保
守
点
検
の
た
め
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。

マ
臨
時
休
館
日
1
月
U
n
(火
)
、

m
u
(水
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

向

ru
唱

A
司

止

唱

i

美
術
館
包

(お
)

年
金
・社
会
保
険
・

労
災
の
相
談
会
に

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
峰
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
円
時

1
刀
お
口
(金
)
午
後
1
時

1

4
時

マ
会
場
世
間
公
民
館

マ
相
談

μ
社
会
保
険
労
務
士

マ
問
い
合
わ
せ
先

地
域
.つ
く
り
課

市
民
相
談
係

(内
線
2
9
3)

情
報
を
更
新
し
ま
し
た

.
や
っ
て
み
よ
う
・
:
お
絵
か
き
ソ
フ

ト
を
「
む
し
む
し
ラ
ン
ド
」
に
入
れ

替
え
。
昆
虫
の
生
態
を
ガ
チ
ャ
ピ
ン

&
ム
ッ
ク
と
滋
び
な
が
ら
学
べ
ま
す

.
光
と
音
の
ア
ル
バ
ム
:・

「凶
万
十

川
も
ょ
う
」
と
「
南
仏
プ
ロ
ヴ
ア
ン

ス
」
を
追
加
。
自
然
の
美
し
さ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い

。
問
い
合
わ
せ
先

(内
線
6
3
6)

情
報
政
策
課

我が家の防災対策を確認<連載⑮>

警の地震に備えて
寒さ対策も忘れ?に

女fJ~わると社会力変わる

男力軍われば家庭力軍わる

自分5しく生きようよ女性フzスティパル開〈
地 挺 でf区気やガスが使えなくなっ た場

合、怨さはお年守{j・りや病弱な方などの健

康にかかわってきます。

厚手の衣~aや、石油ストープ ・ 使い捨

てカイロなども、非常持ち出し 品 と し て

準備しておきましょう 。

。担当 防災課 (内線143)

社会でも 家J廷でも輝いている方h を招き、シンポ ジウムを聞きます0

0日時 2月11日(祝)午後1時30分間場

。 会場 q'j;.!;公 民主liホール

〈パネ リスト 〉

加 IIi長タキ (臼由業)

向井万走塁V} (J，選応義塾大学

医学部助教授)

村 瀬l春樹(エッセ イ ス ト )

〈コーディネーター 〉

村m~~ l'- (NHK解説委只)

。 申し込み方法 往復はがき (1人 1枚)に住所、氏名、'itt;r.f;番号を記入し

て 女性行政推進室 (〒254宝町3-1MNピル10階・ ft21-7500) へ 。 締 め

切りはI月26日。 2歳 以 上 で 未 就 学 の 子 ど も の保育あり 。 希望する方は、

そ の旨明記してください。 定員700人(多数抽選)。

村田幸子さん村瀬容樹さん加藤タキさん

。1月22日(木)-25日(日)午前9時30分~午後4時50分(最終日は4時)

O会場美術館市民アートギャラリー

※友好都市の岐阜県高山市目岩手県花巻市の保育園児の絵画も展示します

展画絵18 
JIJ 

児童福祉課 (内線214)

園
:a;' 

同
。問い合わせ先

保



~特集、\
電話23・11 1 1・35・11 1 1 平塚市役所

回平成10年1月15日

1.人件費 (普通会計決算)

住民基本台帳

人口(年度末)

区 分 平線市 神奈川県 !

支給 対 象地域 全 I也 緩 全地主主
調

支 給 率 10% 1(J<め
強

支給対象敏貝 全随員
手

当 支給対象戦員1人当たり
448.612円

平均支給年額(8'年度決算)

6.特別昇給の状況

区 分 必口色、 針 一般行政賦 妓能労務隙

殴員聖堂 (A) 1.693人 1.143人 5切人

平成 普通昇給期間を短縮して
47人 24人 23人

B年度 昇給した職員数 (8)

比率 (8)/ (A) 3% 2% 4% 

平
場
市
で
は
、

事
務
職
員
、
保
母
、

医
師、

琶
謹
婦
、
現
業
職
員
、
消
防
土
な
ど
、
約
二
千
五
百
人
の
職
員
が
、

市
民
笠
活
に
か
か
わ
る
様
々
な
分
野
で
働
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
市
職
員
に
支
払
わ
れ
る
給
与
の
あ

ら
ま
し
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
職
員
課

(内
線
3
2
2
)
へ
お
願
い
し
ま
す
。

3.職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 (平成9年4月1日現在)

一 般行政駿 筏 能 労務.

区分 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

平塚市 364.411円 42.0綴 329.924円 46.0歳

国 お9.392円 39.1歳 2ω.347円 47.8緩

4.職員の初任給の状況 (平成9年4月1日現在)

平 湯 市 国

区分 採用2年経過 採用2年経過
決定初任給

B給料月額
決定初任給

自給料月額

I樋 181.400円 198.7'∞円
大学卒 181.7∞円 195.6∞円

一般行政駁 日樋 171.臼加円 184.欧沿円

高校卒 151.7∞円 167.4∞円 四樋 139.訓円 148.00)円

妓能労務峨
22歳

167.4∞円 181.7∞円
(甲表)

区 分 平 草書 市 国

配偶者 16.7∞円 16αxl円

扶 配偶者以外の扶慈親族
6.800円 5.5∞円

養 のうち2人まで

手 配偶者の1;s.い臓員の挟

当 養親篠のうち1人
11.2飢円 11.α氾円

その他の扶餐親族 2.0∞円 2.0∞円

住 居 手 当 32.5∞円限度 27.∞0円限度

通 動 手 当
交通線開利用者実質 切.(XX)円限度

片道1.5km以上 片道2km以上

区 分 全職種

総員全体に占める支給対象眼員の割合 67.2% 
特手

支給対象織員 1人当たり平均支給年額 (8年度決算) 253.455円
殊

手当の種類(手当数) 35種類
動

務 当
代表的広手当の名称号い濁帰作業手当、下水道路訟作業手当

有密母禁物取扱手当、災害等出動手当

(平成9年 4月1日現在)

5.聡員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況(平成3年4月1日現在)

区 分 | 経験年数10年| 経験年鍛15年 | 経験年数20年

' 大学卒 I 274.(XX)円 I 345.1∞円 | お7.000円

高僻 I 239.7OOfIl I 抑制円 | 制.4∞円

筏能労務聡 122歳就蛾 I 246.1∞円 I 310.(XX)円 | 純 蜘 円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され‘引き続き勤務している場合は、』軍用後の年数を

いう.

平主事市 国

区 分 (平成8年度支給割合) (平成8年度支給割合)

期末 動 勉 期末 勤勉

3月期 0.5月分 0.5月分

6月期 1.625月分 0.6月分 1.6月分 0.6月分
期末 ・動勉手当

12月期 1，945月分 0.6月分 1.9月分 0.6月分

E十 4.07月分 1.2月分 4.0月分 1.2月分

※平成9年度から手当の種類を3種削減し32穆類とした

1.149.736千円

534干円
支給対象織員 1人当たり

平均支給年額

支給総額

7.職員手当の状況

平 塚 市 園
区 分

自己混合 勧奨定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.0月分 35.28月分 21.0月分 28.8明分 1

支
44.55月分 i 勤続25年 33.75月分 45.36月分 33.75月分

給
勤続35年 47，5月分 62.7月分 47.5月分 62.7月分

飯高限度額 62.7月分 62.7月分 印日月分 62.7月分

その他の加跨指置
定年前早期退峨特例箔置 定年前早期退蛾特例箔置

(3.0-15びl6加算) (2.0-20びl6加算)

定年退駿時 勤続10年以よ20年来満 1号給
退際時特別昇給 1号俸

特別昇給 勤続沼O年以上 H ・・・・・ 2号給

8年度退臓手当職員 1人当たり 自己郵合 l 勧奨 ー定年

平均支給額(8年度決算)(全般種) 6.938千円 : 24カ3千円

平均勤続年数 14.3年 引3年

青少年椙談室
(市民センター2階)

n34-7311 
歪平塚駅

-毎週月~金曜日 9時-16時
。悩み ごとは 「ヤングテ レホ ンj

n33 -7830 (ミミでナヤミナシ)

毎週月~金曜 U9時-18時30分
(土曜日 は13時-18時30分)

子育て相絞室

中央
衛総会館 公民館

相子 、 口
E提ど
セも
ン教
タ宵

市民
センター

市民相談室
(市役所 1階)

岱 23-1111内線293

。来所毎週月~金曜日10時-17時
。電話毎週月~土曜日 9時-17時

(第 2・第4土曜日を除く)

分-17時
。ボランティア

時30分-17時
。結婚毎週日曜日10時-15時(第

3日曜日は除く)

。母子毎週月~金|曜日 9時-161待

。家庭児童毎週月~金曜日 9時~

16時
。婦人 2月12日(木)1011寺-15時
。高齢者職業毎週月~金曜日9時

30分-16時

-毎週月~金曜日 9時30分-16時

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

n36-6013 

国道134号

毎週月~金曜日 8

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

n21-7639 もしもし健康相談
(保健センター)

n34-1221 

福祉会館

n33-2333 

。専門(法律 ・金融 ・住宅 ・保健医

療、いずれも予約制) 2月12日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援毎週月~金曜日8時30

毎週金曜日 9時-12時。手話案内

30分
。建築設計 ・耐震 2月1611(月)、

3月16日(月)13時-16時
。高年齢者職業 2月 5R (木)、

月5日(木)9時-12時

。一般市民毎週月~金曜日 9時~

16時

3 

。人権 1月20日(火)、 2月 3R 

(火)、2月17日(火)13時-16時

。行政 1月20日(火)、 2月17日
(火)、 3月17日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水曜日

13時-16時
。登記・供託・測量 2月13日(金)、

3月13日(金)13時-16時
。住宅(新 ・改築) 1月20日(火)、

2月17日(火)13時-16時
。発明・考案・特許 2月 9日(月)、

3月9日(月)10時-15時

。労働 2月12日(木)、 3月12トl

(木)13時-16時
。下請け取り引きあっせん 2月19日

(木)、3月19日(木)13時30分-16時
。年金 ・社会保険 ・労災 2月10日

(火)、 3月10日(火)10時-15時

。健康 (予約制) 1月19日(月)、

2 M 16日(月)9時30分-11時30分
。消費生活毎週金曜円 9時-16時 -毎週月 ・木曜日10時-16時



第615号 (1日・15日発行)広報ひ5っか回

8.一般行政職等の級別職員数の状況 (平成9年4月1日現在)

区 分 1 級 2級 3級 4級 5級 B級 7級 8級 妓労E量

4軍準的1;s. 主事繍
主事 主任 副主査

係畏 課長縄佐 奴畏 g{!畏 筏能畷

駿務内容 妓師補 主査 副主幹 認長代理 童書事 労務駿

p，1員数 21人 173人 132人 56人 174人 2切人 254人 71人 541人

4高 成 比 1.3% 10.0% 7.9% 3.4% 10.4% 15.1% 15.2% 4.3% 32.4% 

※平塚市の給与条例に基づく給料表の級区分による総員数。保準的忽職務内容とIa:.それぞ

れの級に政当する代表的な車襲名をいう.

9.特別職の報酬等の状況 (平成9年4月1日現在)膨
大
な
土
砂
が
・
:

シ-・

10.定員の状況

部門別職員数の状況(各年4月1日現在)

織員数
部 F可

平成7年 平成8年 平成9年

一般行政部門 1.265人 1.264人 1.248人

特別行政(教育消防)部門 649人 647人 642人

公共企業等会計(病院・下水道事業・競鎗
飴4人 659人 656人

場等)部門

総 Z十 2.57日人 2.570人 2.546人

条例で定められた総員定数 2.610人 2.610人 2.610人

「農地造成Jの名を借りた悪質な土砂捨てが増えています。特に、市内西部地域の

谷戸がねらわれています。乙れうは地主と造成業者の契約(口頭でも契約となります)

により始まったものですが、その造成は、多量の土砂が高く盛り上げられ、 崩落の危

険があるばかりで拡く、隣接の土地にも悪い影響を与える状況となっています。

平塚市では、適正、適法な造成の施工について行政指導を行ってきましたが、

の地区では、道路や用排水路の上にも土砂を搬入、盛り土されるという状況 とな った

ため、道路等の機能の保全と回復を目的として法的措置をとりま した。

後始末は地主の責任です
「優良農地に造成しますJ、 「無料で埋め立てますJ、「謝礼を払いますj 等、悪質怠

業者は、とのように甘い言葉で、口頭で了解を取り、土砂を山のように盛り上げてし

まいます。

農地の造成には、届け出や許可が必要です。手続きをしないと農地法違反となりま

す。業者だけでなく地主にも責任があります。「違反者は地主」となり、 「後始末も地

主の琵任」となりかねません。崩落防護壁の工事や山のように盛られた土砂の処理に

は、大変な費用がかか ります。十分ご注意ください。

2つ

圃，....，.. ，-ー九畠..%1:.

---<.... <....ll..辻思~

1.農地や山林 に盛 り土などをする場合は、必 ず事前に下記へご相談 ください。

2.契約は、 口頭でも成立します。安易芯返事をし芯いように して ください。事前に図

面砿どで工事の内容を十分に確認 してください。

3.造成は業者任せにし芯いでください。また、常時、造成状況を監視してください。

平爆市農業委員会事務局

n23-1111 (内線33 8) 
県湘南地区農政事務所森林保全課

n22-2711 (内線31 9) 

.農地は、

-山林は、

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
子
ど
も
の
気
持
ち
に

寄
り
添
う

「
ぼ
く
(
私
)
は
成
績
が
下
が
っ
て
し
ま
い

悩
ん
で
い
ま
す
」
と
い
う
相
談
を
し
た
時
、
先

生
か
ら
ど
う
号
い
わ
れ
た
い
で
す
か
。
こ
の
質
問

に
、
小
学
校
五

・
六
年
生
三
宵
六
十
人
は
、
次

の
よ
う
に
符
え
ま
し
た
。

八
一
も
っ
と
勉
強
時
間
を
的
や
さ
な
い
と
い
け

な
い
ね
。

(

白

人
)

B
一
そ
、
つ
だ
ね
、
下
が
っ
て
き
て
い
る
ね
。
そ

れ
で
悩
ん
で
い
る
ん
だ
ね
。

(

臼
人
)

C
一
気
に
し
な
く
て
も
い
い
よ
。
(
印
人
)

D
一
そ
れ
は
、
内
分
の
努
力
が
日
比
り
な
い
か
ら

だ
よ
。

(

臼
人
)

E
ン
今
、
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

(
山
人
)

E
を
選
ぶ
子
が

一
書
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
援

助
的
な
か
か
わ
り
方
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
す
。

D
よ
り
も
C
や
A
を
、
さ
ら
に
は
B
や
B
を
選

ぶ
予
が
多
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
が
、

A

か
ら
D
は
差
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
一
人
一
人
の
そ
の
時
の
心
の
状
態

に
よ
っ
て
、
受
け
止
め
方
が
追
う
と
い
う
事
を

物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
時
は
、
具
体
的
な

指
示
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
進
む
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

な
い
時
は
、
背
し
い
気
持
ち
を
受
け
止
め
て
安

心
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
今
そ
の
子
に
と
っ

て
一
帯
大
切
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

H
の
前
に
い
る
悩
ん
で
い
る
子
ど
も
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
て
支
え
て
い
く
に
は
、
「
ど
う

し
て
な
の
か
な
」
「
今
、
心
の
中
は
ど
う
い
う

状
態
な
の
か
な
」
と
、
そ
の
子
の
こ
と
を
考
え

て
い
こ
う
と
す
る
大
人
の
感
性
が
必
姿
で
す

0

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

…一
目
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)6
0
1
3

府局

面花

粉

区 分 平 Eま 市

市 長 1.001千円

給料(月額)
助 役 857千円

収 入 役 750千円

常勤監査委員 631千円

鑓 畏 印4千円

報酬(月額) 冨1 m 長 556千円

言昆 員 516千円

市 畏 3月期 0.5月分

助 役 6月期 2.2月分
期末手当

収 入 役 12月期 2.5月分
(平成8:年度支給割合)

計 5.2月分

議会関係も同僚の支給割合

4
M科
で
花
粉
症
だ
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
日
常
生
活
で

は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ

け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え

花
粉
症
は
、
春
に
飛
ぶ
ス

ギ
花
粉
の
ほ
か
、
初
夏
か
ら

夏
に
か
け
て
は
イ
ネ
科
の
植

物

(
カ
モ
ガ
ヤ
、
オ
オ
ア
ワ

ガ
エ
リ
な
ど
て

立

か
ら
秋

に
か
け
て
は
キ
ク
科
の
柏
物

(
ブ
タ
ク
サ
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
)

の
花
粉
が
原
同
と
な
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
症
状
と

し
て
は
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、

内外
づ
ま
り
、
似
の
か
ゆ
み
な 症

対

策

lま

ど
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
ら

わ
れ
た
ら
、
花
粉
が
飛
び
は

じ
め
た
証
拠
で
す
。
で
き
る

だ
け
花
粉
を
岐
わ
な
い
よ
う

に
、
次
の
こ
と
に
注
な
し
て

。&1:4

く
だ
さ
い
。

①
花
粉
情
報
に
怯
な
し
よ
う

(風
の
強
い
よ
く
附
れ
た
日

は
、
た
く
さ
ん
飛
び
ま
す
)

⑦
花
粉
が
多
く
飛
ん
で
い
る

日
に
は
、
外
出
を
控
え
よ
う

①
出
か
け
る
時
は
マ
ス
ク
、

帽
子
、
眼
鏡
の
着
用
が
効
果

的
で
す

@
帰
宅
時
は
衣
類
を
外
で
よ

く
は
た
き
、
手
洗
い
、
洗
顔
、

う
が
い
を
必
ず
し
よ
う

①
窓
は
な
る
べ
く
聞
け
な
い

よ
う
に
し
て
、
布
団
や
洗
泌

物
も
外
で
下
さ
な
い
よ
う
に

しょ、っ
花
粉
症
対
策
に
は
、
円
ご

ろ
の
他
府
行
型
も
大
切
で
す
。

適
度
な
述
動
を
行
い
身
体
を

鍛
え
る
こ
と
で
、
品
の
粘
膜

も
丈
夫
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス

を
発
散
す
る
こ
と
で
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
も
軽
減
し
手
す
。

な
お
、
花
粉
症
は
季
節
性

の
ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
ハ

ウ
ス
ダ
ス
ト

(チ
リ
や
ダ
ニ

な
ど
)が
原
因
と
な
る
ア
レ
ル

ギ
ー
性
外
炎
は
、
広
場
を
ピ

ー
ク
に

一
年
中
発
生
し
ま
す

0

.
保
憧
セ
ン
タ
ー

宮
(
担

)
0
3
1
1

市政に対すると窓見やと提案そお気軽にお寄せください。

。市長への手紙 郵送料市負担の手紙。公民館芯どの公共施設にあります。
本でしこフ1'?ス

Oなで しこファクス 送信料市負担のファクス。醤号は0120-704589。

を市政に
広報広聴課広聴担当(内線355)

「声Jあなたの
。担当
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